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「障害女性や障害児は途上国でどのようにリ
ソースから周縁化されているのか 

―2016年度フィリピン南部の都市部と農村部における障害女性と
障害児のいる家計の生計調査から」 

JETROアジア経済研究所 
主任調査研究員 

森 壮也 

障害学会第13回大会（2016年度） 
日時：2016年11月6日（日） 13:00－15:30 研究報告［3］国際に関わる研究 
場所：東京家政大学板橋キャンパス 120周年記念館 1F 多目的ホール 
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問題意識 
• 「世界の貧困者の20%が障害者（WHO 2011）」 
• 途上国の障害者の貧困状況の具体的な調査研究～少ない 
• フィリピンのルソン島のフィリピン最大の都市マニラ首
都圏（2008）・同島南部の農村部ロザリオ（2010）で
の各調査 
– 森（2010），森・山形（2014），Mori, et. al. (2015)  
⇒一般的な貧困率と比して障害者家計の貧困率が4倍近
くという障害者の貧困率の高さ 
– アジア随一のジェンダー平等国として知られるフィリピンで（森

2015a），障害女性が障害男性の三分の一という所得格
差とその背景にある教育年数の男性障害者に比した短さ 

– 森（2015b）⇒障害児教育のリソースが極度に不足 
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問題に答えるための調査 
•  障害女性と障害児の置かれた窮状は，社会的要因に
よってどれだけ説明可能？ 
– 2016年6-7月にフィリピン南部のヴィサヤ地方において再度，
障害女性と障害児に焦点を当てた生計調査 

– フィリピンの伝統社会が色濃く残る同地方⇒ルソン島に比べて
女性に対する社会的な圧力も大きく（Verceles 2014），子供
たちの教育に割かれるリソースも少ない（森 2015b） 

– 障害女性と障害児の状況はさらに悪い？ 
– 具体的要因は？ 
– 本報告では，特に障害学の観点から，リソースの状況や使
われ方，社会関係の状況に特に焦点をあてて，ルソン島で
の状況と比較しながら，報告 

 



質問票 
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調査地と標本 
• フィリピン・セブ州M市およびS市 
• 予定サンプル数 100サンプルX２ 
• 障害種別は 

– 肢体不自由 
– 視覚障害 
– 聴覚障害 
– 精神障害・知的障害 

• 障害女性家計と 
    障害児のいる家計 
• M市 

– 面積：34.87 km2 
– バランガイ数は全27，総人口：331,320人，市内の障害横断的当事

者団体約2,000人のメンバー（全障害者数3,775人） 

• S 
– バランガイ数は全27，総人口 51,370人，全障害者数592人 

 
 
 
 
 
 

M市 

S 



 2010 – 2014のセブ州障害者職業訓練センター 
就労状況 

年 修了生数 雇用者数 雇用率 非雇用率 

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 

2010 56 37 93 46 30 76 82.1 81.1 81.6 17.9 18.9 18.4 

2011 48 29 77 38 27 65 79.2 93.1 86.1 20.8 6.9 13.9 

2012 51 25 76 41 22 63 80.4 88.0 84.2 19.6 12.0 15.8 

2013 65 31 96 55 29 84 84.6 93.5 89.1 15.4 6.5 10.9 

2014 52 35 87 38 31 69 73.1 88.6 80.8 26.9 11.4 19.2 

合計 272 157 429 218 139 357 80.15 88.54 87.41 19.85 11.46 16.78 

出所：Area Vocational Rehabilitation Center II提供資料 



成人障害女性 
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標本について（成人障害女性） 1 

n=50 n=56 

障害女性 

肢体不自由 
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26% 

聴覚障害 

26% 

精神・・知的障

害 22% 

M（都市部） 

肢体不自由 

29% 
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害 23% 

Ｓ（農村部） 
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標本について（成人障害女性） 2 

M（都市部） 

障害種別 肢体不自由 視覚障害 聴覚障害 
精神・知的障

害 
合計 

 15-24 3 4 3 3 13 

 25-44 2 3 2 8 15 

 45-64 8 6 8 - 22 

 65-79 - - - - - 

 <80 - - - - - 

合計 13 13 13 11 50 

S（農村部） 

障害種別 肢体不自由 視覚障害 聴覚障害 
精神・知的障

害 
合計 

 15-24 - 2 2 2 6 

 25-44 4 4 1 5 14 

 45-64 10 4 5 5 22 

 65-79 1 3 1 1 - 

 <80 1 1 4 - - 

合計 16 14 13 13 56 

年齢層別分布（障害別） 



標本について（成人障害女性） 2 
• 障害女性の約5%が重複障害 
• S（農村部）に比してM（都市部）の障害女性は12歳年
少，発達障害・精神障害が最年少で，肢体不自由が最も
年長傾向 

• 家計の規模の平均は，Mで6.04人，Sで4.98人。障害別
では聴覚が最大規模(5.38人）で，次が発達・精神（
5.29人）。2-3人という規模の家計が30.77%で最大。 

• セブ以外で生まれた人たちの比率は全体で10.38%で最
も高いのは視覚障害（22.22%） 

• 発達・精神障害者のグループは全体の13.64%と割合は
他の障害に比して小さいが無視できない割合 
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成人障害女性 1 
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成人障害女性 2 
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世代別女性障害者の経済活動
（就業率） 



成人障害女性 3 
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障害別女性障害者の経済活動 
（就業率） 



障害女性 まとめ 
• 労働力参加率(有給の活動に参加している人の対総人口比率)は，全体として障害女
性では，サン・レミジオ（48.2%)の方が，マンダウェ（38%)より高く，障害別
では聴覚障害(45.7%)と最も高く，発達・精神障害(13%)が最少 

• 雇用率は，農村部（81.5%)と都市部（73.7%)より高く，町外別では聴覚障害
(47.2%)が最も高く，視覚障害(11.1%)と最少 

• 不完全雇用はマンダウェ（57.1%)の方がサン・レミジオ（45.5%)より高く，障
害別では聴覚障害(55.6%)が最も高く，全体で障害女性の不完全雇用率（61%)と
全国平均(18.4%)の４倍 

• サン・レミジオでは，農業及び関連での経済活動が主たるもの(39.1%)，マンダウ
ェでは行商（35.7%)が主。 

• 雇用されている障害女性の約半分は賃労働で，農業等での家族労働による支払いで
，約72%は脆弱な雇用形態 

• 労働力に参加していない障害女性は永久障害（38.5%)であるためと考えられ，こ
うした人はマンダウェで標本の54.5%，サン・レミジオで21.9% 

• 障害女性のついている仕事は高い学歴を必要としないものと思われ，大多数は小卒 
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障害児 
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標本について（障害児）  
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  M S 

肢体不自由 13 15 

視覚障害 12 16 

聴覚障害 13 8 

精神・知的障害 14 14 

合計 52 53 



障害児 1 
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Mにおける障害別最終学歴 Sにおける障害別最終学歴 
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障害児 2 
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障害児 3 
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障害児 まとめ 
• SPEDに通っている障害児の比率は，マンダウェで50%だが，サン・レミ
ジオでそもそも20.75%が正規の教育を受けていない状況 

• 障害児の多くは，学校入学時点の年齢も高く，各学年ごとの年齢も高い傾
向があり，たとえば第1学年でも17歳，第2学年になっても15歳や17歳で
，第5学年でも17歳 

• 学校に通っている障害児の比率は，マンダウェでは78%と高く，一方，サ
ン・レミジオでは62% 

• 単純識字率で見ると，マンダウェの障害児は84.2%，サン・レミジオは
80.5% 

• サン・レミジオの障害児のいる家庭は，マンダウェの障害児のいる家庭よ
りも障害者のマグナカルタについて知らない。マンダウェでは，そうした
家庭の75%が娯楽施設での割引を知っているが，レストランについては
91.67%，バスについては83.33%がそうした割引について知っている。
一方，病院の割引は92.86%が知っていリルが，医薬品の割引の方は
64.29%しか知らない。 
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全体まとめ 
• サン・レミジオでは教育ファシリティの不足の問題が大
きく，障害児のための特別支援教育の提供が必要 

• また保健ファシリティについても障害女性/障害児に対
応できる施設が不足し，身近にない 

• サン・レミジオでは，マンダウェに比べて現在，疾病に
かかっている人たちの比率が賞が女性，障害児の双方に
ついてより多い 

• 障害女性の経済活動が制約されている状況からは，家庭
の中でできる農業や行商よりも良い生計手段がもっと必
要，また職業訓練も必要 

• フィリピン保険システム（Philihealth)へのアクセスが
非常に低く，同システムがカバーする範囲の拡大が必要 
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